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特集

こころ

あ
な
た
の 

　

元
気
で
す
か
？

　

皆
さ
ん
は
毎
日
元
気
に
生
活
で
き
て
い

ま
す
か
？

　

４
月
に
職
場
や
仕
事
内
容
が
変
わ
る
な

ど
し
て
新
生
活
を
始
め
た
人
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
環
境
が
変

わ
っ
た
人
の「
こ
こ
ろ
」な
ど
に
不
調
が
現

れ
る
の
が
、
５
月
病
な
ど
の
「
こ
こ
ろ
」
の

病
の
症
状
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
こ
こ
ろ
」

の
病
を
特
集
し
ま
す
。
こ
の
５
月
を
元
気

に
乗
り
切
る
た
め
、
ま
た
生
き
生
き
と
し

た
生
活
を
送
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
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こころ

現
代
の　
　

の
病
の
症
状
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
因
は
？

あなたの　         元気ですか？

　

現
代
社
会
の
人
間
関
係
の
希
薄
化
や
厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
く
中
、

私
た
ち
の
体
は
ス
ト
レ
ス
を
蓄
積
し
や
す
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
伴
い
、
「
こ
こ
ろ
」
の
病
に
か
か
る
人
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

（
表
１
参
照
）。
こ
こ
で
は
、
現
代
の
「
こ
こ
ろ
」
の
病
の
症
状
や
原
因
を
紹

介
し
ま
す
。

　

体
は
、
環
境
に
対
し
て
安
定
し
た
状
態

を
維
持
し
よ
う
と
い
う
し
く
み
を
持
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
外
か
ら
の
刺

激
を
受
け
た
と
き
に
起
こ
る
心
身
の
反
応

の
こ
と
を
ス
ト
レ
ス
と
い
い
ま
す
。
強
い

ス
ト
レ
ス
を
受
け
た
り
ス
ト
レ
ス
が
長
く

続
い
た
り
す
る
と
、
心
身
に
さ
ま
ざ
ま
な

影
響
が
で
て
き
ま
す
。

　

４
月
に
、
新
し
い
生
活
に
い
ち
早
く
慣

れ
る
こ
と
や
友
達
づ
く
り
、
好
奇
心
や
期

待
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、

５
月
に
入
る
と
こ
れ
ら
が
ス
ト
レ
ス
と
い

う
形
に
な
っ
て
体
や
こ
こ
ろ
の
重
荷
と
な

っ
て
い
く
。
こ
れ
が
５
月
病
で
す
。
本
人

の
性
格
の
違
い
で
、
そ
れ
が
非
常
に
負
担

に
な
る
人
も
い
れ
ば
、
う
ま
く
乗
り
越
え

る
人
も
い
ま
す
。

　

精
神
的
な
症
状
は
、
や
る
気
が
出
な
い
、

な
ん
と
な
く
気
持
ち
が
落
ち
込
ん
で
い
る

と
い
う
も
の
か
ら
始
ま
り
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、

優
う
つ
等
の
症
状
に
進
展
し
ま
す
。
身
体

的
な
症
状
は
、
免
疫
の
働
き
が
低
下
し
病

気
に
か
か
り
や
す
く
な
っ
た
り
、
ス
ト
レ

ス
を
た
め
す
ぎ
て
心
筋
梗
塞
、
消
化
性
胃

潰
瘍
、
感
染
症
な
ど
に
か
か
る
率
が
高
く

な
り
ま
す
。

　

気
分
の
沈
滞
や
気
力
の
減
退
な
ど
の
精

神
状
態
に
加
え
、
食
欲
の
低
下
、
不
眠
、

疲
労
感
な
ど
の
身
体
症
状
を
伴
う
こ
こ
ろ

の
病
気
で
す
。

　

必
ず
し
も
急
激
な
ス
ト
レ
ス
ば
か
り
で

は
な
く
、
日
常
生
活
の
中
に
あ
る
慢
性
的

な
ス
ト
レ
ス
も
含
め
た
過
大
な
ス
ト
レ
ス

が
か
か
れ
ば
、
誰
で
も
か
か
り
得
る
病
と

い
え
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
う
つ
病
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
、
本
人
に
も

患
者
の
家
族
な
ど
の
そ
ば
に
い
る
人
た
ち

に
も
困
難
な
こ
と
が
多
い
病
気
で
す
。

　

神
経
伝
達
物
質
の
伝
達
の
障
害
の
た
め

に
、
神
経
が
過
敏
・
過
覚
醒
の
状
態
に
な

り
、
感
情
の
不
安
定
、
幻
覚
な
ど
の
症
状

を
あ
ら
わ
す
こ
こ
ろ
の
病
で
す
。
ま
た
、

敏
感
さ
に
よ
る
消
耗
か
ら
か
、
長
期
に
わ

た
っ
て
意
欲
が
減
退
し
、
疲
れ
や
す
い
な

ど
の
症
状
を
示
す
も
の
で
す
。

　

原
因
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

環
境
の
影
響
と
本
人
の
ス
ト
レ
ス
に
対
す

る
耐
性
や
弱
さ
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
と

い
う
考
え
が
一
般
的
で
す
。

　

神
経
症
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
、

程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
不
安
症
状
を
ほ
ぼ

伴
っ
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
症
状
と
し
て

は
、
特
に
恐
れ
を
抱
く
理
由
が
な
い
特
定

の
事
物
や
状
況
に
恐
怖
感
を
抱
く
社
会
恐

怖
、
繰
り
返
し
無
意
味
な
観
念
や
行
動
が

心
に
浮
か
ん
で
頭
か
ら
離
れ
な
く
な
る
強

迫
性
障
害
、
精
神
的
な
努
力
の
後
に
疲
労

が
増
大
す
る
と
感
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
快

な
身
体
的
感
覚
が
見
ら
れ
る
神
経
衰
弱
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

症
状
は
、
一
般
的
に
重
い
も
の
で
は
な

く
、
目
立
た
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
現
在
の
よ
う
に
個
人
に
ス
ト
レ
ス

が
か
か
り
や
す
い
社
会
環
境
の
下
で
は
、

こ
の
病
気
に
か
か
っ
た
経
験
の
あ
る
人
が

増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

主
に
、
神
経
性
無
食
欲
症
（
拒
食
症
）

と
神
経
性
過
食
症
（
過
食
症
）
に
分
け
ら

れ
、
過
食
症
は
無
茶
な
食
べ
方
を
し
た
後

に
体
重
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
嘔

吐
を
繰
り
返
す
こ
と
が
多
い
病
気
で
す
。

特
に
思
春
期
の
女
子
に
目
立
つ
拒
食
症
は

「
思
春
期
や
せ
」
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
患

者
数
は
急
激
な
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

発
病
の
背
景
に
は
、
家
庭
・
学
校
・
職

場
な
ど
で
の
ス
ト
レ
ス
や
対
人
関
係
な
ど

の
悩
み
、
親
に
対
す
る
反
抗
、
家
族
の
注

目
や
関
心
を
引
き
た
い
等
の
感
情
が
隠
れ

て
い
る
場
合
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

資料：厚生労働省統計情報部「患者調査」より
　　　厚生労働省政策統括官付政策評価官室作成

摂
食
障
害
（
思
春
期
や
せ
等
）
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表１　心の病の推移（’96年＝100）
（1996年の受療率を100とした場合の指数）
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ス
ト
レ
ス
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う

ストレス度チェック表
　

さ
ま
ざ
ま
な
「
こ
こ
ろ
」
の
病
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
が
、
ス
ト
レ
ス
で
あ
る
こ
と
が
前　

で
わ
か

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
あ
な
た
の
ス
ト
レ
ス
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

スタートの質問から、その答えによって「はい」「いいえ」の方向に進んでいってください。

※この表は、社会人向けの質問です。

趣味は？と聞か
れたら即答でき
る

一家だんらん
を楽しんでい
る

自分なりのスト
レス解消法を持
っている

時には仕事で気
や手を抜くこと
がある

毎晩ゆっくり
と入浴をする

どんなに忙しく
ても食事は欠か
さない

眠いときは無
理せず仮眠す
る

食事の内容に
は気を使って
いる

定期的に何か
の運動をして
いる

他の何よりも仕
事が優先すると
は思わない

お酒は、１人
では飲まない

家族や友人と
よく楽しく会
話をする

朝、気持ちよく
起きることが
できる

意見があれば、
その場ですぐ
発言する

仕事の合間に
柔軟体操をす
る

いいえは い
スタートスタートスタート

ストレスとの付き

合い方がとても上

手な人です。この

まま、こころと体を

健康に保ってくだ

さい。

合格圏内合格圏内まずまずまずまず要注意！要注意！ 合格圏内
日常生活の中で、も

う少したまった気持

ちを発散させると、

もっとすっきりする

でしょう。少しきま

じめ過ぎる傾向があ

ります。

まずまず
多少のストレスとは

付き合えるようです

が、大きなストレス

に襲われたときは危

険。もう少し積極的

にストレス解消法を

身につけましょう。

要注意！
今の状態では、
ちょっとしたスト
レスでも、こころ
に支障が出てしま
います。項目のひ
とつでもいいので
実行してみましょ
う。

危険！危険！危険！

職場を離れた
ら、仕事のこと
は一切忘れる

いつも

十分に
いつも

いつも

いつも

十分に

だ
い
た
い

少
し
は

だ
い
た
い

だ
い
た
い

だ
い
た
い

た
ま
に
は

ペ
ー
ジ



こころ

　
　

の
不
調
は

　
　
　
　

早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

特集
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こころ

あ
な
た
の　
　

を
元
気
に
す
る

　
　
　
　
　
　
　

ス
ト
レ
ス
解
消
法

あなたの　         元気ですか？

　

自
分
な
り
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？
こ
こ
で
は
、「
こ

こ
ろ
」
を
元
気
に
す
る
代
表
的
な
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
紹
介
し
ま
す
。

　

少
し
変
だ
な
…
と
自
分
の
こ
こ
ろ
の
不
調
を
感
じ
た
ら
、
早
め
に
相
談

窓
口
で
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

バ
ラ
ン
ス
よ
く
楽
し
い
食
事

ぐ
っ
す
り
眠
る

手
軽
に
で
き
る
運
動
を

趣
味
活
動
な
ど
で
積
極
的
な
休
養
を

ぬ
る
め
の
お
湯
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

松
浦
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

０
９
５
６
‐
72
‐
４
７
４
７

福
島
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

０
９
５
５
‐
41
‐
３
０
０
５

鷹
島
支
所

　
　
　
　
　

０
９
５
５
‐
48
‐
３
１
１
１

　

市
の
保
健
師
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
無
料
）。

○
平
日
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

県
北
保
健
所
（
平
戸
市
田
平
町
里
免
）

　
　
　
　
　

０
９
５
０
‐
57
‐
３
９
３
３

【
精
神
保
健
福
祉
専
門
相
談
】

　

嘱
託
医
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
無
料
）。

○
第
２
火
曜
日
午
後
３
時
〜

○
第
４
火
曜
日
午
前
10
時
〜

※
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

松浦市保健センターの保健師です。
気軽に相談してくださいね！

県北

保健所

国道２０４号

平戸市役所
 田平支所

←至 平戸大橋 至 松浦市→

田平町民
センター

 田平
郵便局

釜
田
川

MR たびら
 平戸口駅

田平土木
 事務所

　

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
き
ち
ん
と
と

る
こ
と
は
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
、
ス

ト
レ
ス
へ
の
抵
抗
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
体
の
栄
養
補
給
と
と
も
に
、

家
族
や
親
し
い
仲
間
と
楽
し
い
食
卓
を
囲

み
、
こ
こ
ろ
の
栄
養
補
給
の
場
に
も
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
適
量
の
飲
酒
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

適
切
な
睡
眠
時
間
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
い

っ
ぱ
い
眠
る
の
で
は
な
く
、
ぐ
っ
す
り
眠

る
こ
と
で
、
心
身
の
疲
れ
を
と
り
、
翌
日

の
活
力
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

　

筋
肉
や
関
節
を
伸
ば
す
ス
ト
レ
ッ
チ
ン

グ
で
血
行
を
よ
く
し
、
心
身
の
緊
張
を
ほ

ぐ
し
た
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
心
肺
機
能

や
筋
力
を
鍛
え
、
気
分
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

手
軽
な
運
動
で
も
ス
ト
レ
ス
に
強
い
こ
こ

ろ
を
作
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

た
だ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
だ
け
で
は
休

養
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
休
養
と
は「
休
む
」

こ
と
、
プ
ラ
ス
「
養
う
」
こ
と
。
つ
ま
り
、

心
身
を
休
ま
せ
な
が
ら
、
同
時
に
明
日
へ

の
英
気
を
養
い
、
健
康
ア
ッ
プ
を
す
る
こ

と
が
理
想
で
す
。
趣
味
活
動
で
気
分
転
換

を
は
か
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
積
極
的
な
休

養
に
切
り
替
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ぬ
る
め
の
お
湯
に
ゆ
っ
く
り
つ
か
っ
て

体
を
温
め
る
と
、
血
液
の
循
環
が
活
発
に

な
り
、
新
陳
代
謝
も
促
進
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
浮
力
に
よ
っ
て
筋
肉
や
関
節
の
緊
張

が
ほ
ぐ
れ
る
効

果
も
あ
り
、
全

身
の
疲
労
回
復

に
も
っ
て
こ
い

で
す
。
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川　口　節　男
久保山　正　幸
久　家　住　雄
田　畑　　　繁
山　口　倫　生
長　谷　清一郎
田　口　邦　博
湊　　　喜　義
浦　田　喜八郎
大　畑　政　雄
里　森　勝　行
村　本　寛　二
松　永　秀　續
長　田　俊　二
小　出　　　修
島　本　　　勇
井　崎　　　林
小　山　輝　義
市　山　紳　一
小　方　美津枝
田　口　昌　勝
川　副　研　二
山　中　達　也
川　上　怡　男
松　永　貞　夫
園　田　員　光

氏　　名地　区　名

星　

鹿　

町

御　
　
　

厨　
　
　

町

市報まつうら ６

【市政嘱託員】

立 石 川
三　栄
蛭子崎団地
西　山
馬　場
丹　花
上　町
中　町
立　町
横　町
元　町
住 吉 通
田　原
向 町 上
旭　町
蛭子崎東
蛭子崎中
蛭子崎西
下 庄 野
岸　浜
白　浜
白浜団地
高野団地
高野雇用促進住宅
黒　汐
潮見団地
里　１
里　２
里田原１
里田原２
上 平 尾
白　井
上　免
中　免
下　免
江 口 １
江 口 ２
江 口 ３
松 山 田
七区ノ一
七区ノ二
中　興
大 小 松
平　尾
前　浜
前浜団地
調川雇用促進住宅
土肥ノ浦
浜 ノ 脇
北 東 １
北 東 ２

猪　口　強　三
坂　田　和　憲
松　本　正　行
石　川　清　充
丸　田　秀　範
小　川　照　夫
千　北　　　徹
松　口　十三雄
木　寺　昭　義
古　賀　成　治
田　中　修　二
武　尾　嘉　明
藤　　　忠　義
小　松　由美子
北　川　勝　義
浦　　　裕　樹
加　藤　清　子
三　宅　福太郎
本　吉　良　　
前　田　俊　朗
西　田　　　武
七　種　　　　
前　田　　　洋
帆　北　秀　昭
吉　原　　　洋
金　井　誠　治
柿　山　　　清
宮　本　英　勝
鬼　塚　秀　典
中　尾　勢　吉
宮　　　義　宣
三　木　健　治
磯　田　三　男
北　川　康　幸
松　本　康　順
澤　邉　武　彦
北　川　理太郎
谷　口　信　雄
益　本　　　市
和　智　清　之
柴　田　則　史
田　中　正　輔
川久保　　　繁
宮　　　好　一
丸　山　昭　三
山　口　義　則
岩　城　正　伸
石　井　　　光
大　石　貞　雄
佐　藤　　　力
小　村　信　和

氏　　名地　区　名

調　
　

川　
　

町

志　
　
　

佐　
　
　

町

北 東 ３
羽 古 場
福　徳
今福団地
人　柱
寺　上
木　場
東 新 町
本　町
栄　町
仲　町
元　町
恵比須町
松　崎
坂　野
仏　坂
仏坂住宅
西 新 町
楠籠団地
飛　島
滑　栄
福　崎
伊万里釜
播 磨 釜
浅　谷
土　谷
原
鍋　串
里
端

喜 内 瀬
日 の 浦
中　通
殿 ノ 浦
　
三　里
舩 唐 津
阿 翁 浦
阿　翁
日　比
里
石　川
神　　
黒　島

渡　口　誠　一
谷　本　孝　靖
梅　川　雄　二
眞　田　政　利
黒　川　東　吉
山　本　　　直
中　島　延　寿
鴨　川　　　繁
浦　辺　　　勝
大川内　　　良
吉　永　次　男
川　　　純　司
山　口　國　勝
前　田　博　昭
寺　澤　恭　弘
瀧　本　芳　美
副　島　義　勇
金　子　勝　昭
杉　野　手理惠
永　田　芳　又
田　中　清　登
梶　原　正　孝
吉　田　博　之
道　山　　　熙
金　子　幸　男
末　吉　政　和
松　浦　寛　雄
石　井　紘　治
山　口　芳　正
矢　野　勝　利
松　尾　　　進
川　上　郁　子
角　川　幸　吉
岩　　　浩　樹
大　畑　俊一郎
金　子　民　雄
小　田　嘉　和
瀬　戸　正　義
湯　　　成　良
木　谷　一　貴
大　石　清　朗
石　橋　孝　之
朝　川　和　秋
金井田　　　渉

氏　　名地　区　名

鷹　
　

島　
　

町

福　
　

島　
　

町

今　
　
　

福　
　
　

町

今
福
町

志　
　
　

佐　
　
　

町

北久保住宅 松　田　敏　幸

松　本　忠　俊

（御厨町）

（志佐町）

【市政連絡員】

紹 介 し ま す
１年間よろしくお願いします   (敬称略)。  

栢 木 Ｂ
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【農業嘱託員】

（敬称略）

志 佐 地 区

御 厨 地 区

横　場　　　勲

福　田　ひづる

川　上　　　敬

伊　藤　光　二

山　中　保　美

西　田　良　一

関　　　洋　子

内　野　長　期

山　　　　　昭

田　口　邦　博

辻　川　康　充

池　野　政　幸

宮　原　尚　彦

田　中　葉　子

山　本　信　良

吉　野　徳　衛

川　口　洋　士

今 福 地 区

星 鹿 地 区

調 川 地 区

鷹 島 地 区

福 島 地 区

少年センター補導委員の紹介
任期　平成18年４月１日～平成20年３月31日

中　原　昌　弘
（御厨中学校）

池　田　雄　一

前　田　美　穂

松　本　　　衛

松　田　克　弥

前　田　勝　延

松　永　恵　子

長　田　愼太郎

中　野　良　一

浦　　　隆　弘

白　石　孝　浩

坂　田　栄　二

福　浦　敏　朗

近　藤　正　美

副　島　　　茂

田　村　洋　一

大　山　　　康

矢　野　勝　利

志　水　悦　男

豊　川　吉　弘

本　山　澄　夫

山　中　和　弘

瀬　戸　正　義

澤　邉　数　登

坂　　　秀　子

吉　永　嘉　三

松　山　幸　司
（福島中学校）
永　吉　博　喜
（福島小学校）

近　藤　哲　郎
（鷹島小学校）

立　石　明　光
（鷹島中学校）

松　井　　　学
（松浦東高校）
椿　山　健　一
（今福中学校）
宮　本　勝　博
（今福小学校）

熊　丸　　　仁
（星鹿小学校）

田　迫　照　康
（調川中学校）
須　藤　泰　平
（調川小学校）

本　田　総一郎
（松浦高校）
山　下　茂　人
（志佐中学校）
杠　　　友　樹
（志佐小学校）

松　尾　幸　信
（御厨小学校）

嘱 託 員 を
市民と市政のパイプ役として

担当区域 氏　名 担当区域 氏　名 担当区域 氏　名 担当区域 氏　名

今　　福　　町

柚木川内
田 ノ 平
稗 木 場
長　野
横 辺 田
笛　吹
赤　木
池　成
上 高 野
下 高 野
栢 ノ 木
上　野
大　浜
里
庄　野
西　山
浦
白　浜

上 平 尾
白　井
上　免
中　免
下　免

池田上・駅通
池　田
前　田
寺ノ尾下
寺ノ尾中
中　野
大 崎 下
大 崎 上
小　船
西 木 場
川　内
田　代
板　橋
木　場
郭 公 尾
寺ノ尾上

北 久 保
牟　田
川原辺田
下　田
星　鹿
大　石
青　島

田中　光幸
白川　　豊
中尾　弘幸
吉田　正美
金子庄一郎
松本　勝彦
白川　　清
鬼塚　徳繁
新見　義範
城　銀次郎
福田　重敏
松永　正博
山口　芳郎
吉本　一朗
北川　浩幸
須藤　祐司
野元　淳子
土本　清正

宮　　義宣
三木　克典
古川　勝治
北川　康幸
　野　和昭

辻元　清美
内野　國雄
田中　良典
田中　輝喜
氏山　　等
白石　卓光
梅木　義雄
松本　正義
大原　泰彰
長田清太郎
徳田　寿詞
田中　正男
大川内　哲
中村　春一
松本　博昭
松永　一男

川上　博昭
佐次川　茂
久家　幸敏
中山太三朗
廣嶋　洋介
倉橋　雅行
辻川　康充

星　　鹿　　町

志　　佐　　町 御　　厨　　町江　口
松 山 田
平　尾

土肥ノ浦
浜 ノ 脇
北 東 １
北 東 ２
北 東 ３
寺　上
木 場 上
木 場 下
浦
坂　野
仏　坂
飛　島
滑　栄

伊万里釜
播 磨 釜
福　崎
浅　谷
土　谷
原
鍋　串

里
端

喜 内 瀬

池
毛　白
中　園
平　原

江　里
舩 唐 津
久　保
村　東
村　西
瀬 ノ 内
松 ノ 坂
石　川
日　比
阿　翁
黒　島

調　　川　　町

谷口　信雄
益本　　市
宮　　好一

石井　　光
福浦　紀美
武部　利弘
白井　廣紀
藤崎　省治
立山　攻治
松本　元行
前田　　実
　橋　祐一
前田　秀穗
坂本　清己
庄司　村市
中尾雄一郎

吉田　泰典
志水　正憲
梶原　正孝
金子　幸男
末吉　政和
福田　歳春
石井　紘治

福　　島　　町

鷹　　島　　町

東

西

山口　芳正
矢野　勝利
松尾　   進

熊本　勝儀
桐木　省二
廣瀬　豊春
熊本　　泉
有浦　豊久
山田　博明
稲本　勝利
西　　英幸
村畑　達則
小田　　忠
下久保満秋
坂　　米七
都市　由男
前田　幸則
山内　龍生
川瀬　　等
浦田　　進
吉田　政明
水田　一夫
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対
象
者
＝
両
親
ま
た
は
そ
の
ど
ち
ら
か
が

原
爆
被
爆
者
で
、
昭
和
21
年
６
月
４
日
以

降
に
生
ま
れ
た
県
内
在
住
の
人　

申
込
受

付
期
限
＝
平
成
19
年
２
月
15
日
（
木
）
受

診
期
限
＝
平
成
19
年
２
月
28
日
（
水
）
受

診
回
数
＝
一
回
（
受
診
医
療
機
関
は
受
診

申
込
み
の
時
に
一
覧
表
を
渡
し
ま
す
）
問

合
せ
先
＝
福
祉
事
務
所
地
域
福
祉
係

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
と
は
、
発

電
所
の
設
置
に
よ
り
、
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
で
す
。
平
成
17
年
度
は
、
次
の
整

備
事
業
が
行
わ
れ
、
教
育
環
境
の
整
備
、

医
療
設
備
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

実
施
事
業
＝
松
浦
市
小
学
校
情
報
通
信
機

器
整
備
事
業
、
医
療
器
械
器
具
購
入
事
業

問
合
せ
先
＝
企
画
振
興
課
企
画
係

　

こ
の
制
度
は
、
福
祉
医
療
費
受
給
者

世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
目
的
に
、

申
請
に
よ
り
貸
し
付
け
る
制
度
で
す
。

医
療
費
の
一
部
負
担
金
か
ら
、
高
額
療

養
費
・
付
加
給
付
額
、
福
祉
医
療
費
自

己
負
担
金
を
差
し
引
い
た
金
額
（
こ
の

額
が
５
，
０
０
０
円
以
上
で
あ
る
こ

と
）
を
、
直
接
医
療
機
関
へ
支
払
い
ま

す
。

問
合
せ
先
＝
保
健
年
金
課
医
療
係

　

平
成
18
年
４
月
市
議
会
臨
時
会
が
、
４

月
14
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
今
議
会
で
は
、

専
決
処
分
の
承
認
を
は
じ
め
、
９
件
の
議

案
な
ど
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
松
浦
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
同
意
案
）

　

寺
澤　

優
国
氏
（
今
福
・
坂
野
、
68
）

　

浦
田　

堯
也
氏
（
志
佐
・
庄
野
、
58
）

被
爆
者
二
世
の
無
料
健
康
診
断
が

　
　
　
　
　
　
　

実
施
さ
れ
ま
す

地
域
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
る

　
　
　
　

電
源
立
地
対
策
交
付
金

福
祉
医
療
費
貸
付
制
度
が

　
　
　
　
　
　
　

利
用
で
き
ま
す

児童扶養手当などが
物価に応じて改定されます

柚木川内キャンプ場の利用の　　　
　　　　　　　 受付を開始します
　市民休養施設「柚木川内キャンプ場」のバンガロー
利用申し込みを、５月１日から受け付けます。利用希
望者は、早めに申し込んでください。
　なお、キャンプ場の利用期間は、７月１日から10月
15日までとなっています。
○利用時間・料金
・休　憩　(午前10時～午後３時)　１棟　1,000円
・泊まり　(午後３時～午前10時)　１棟　2,000円
○申込・問合せ先　商工観光課

ま
さ
く
に

た
か 

や

平
成
18
年
４
月
市
議
会
臨
時
会

　児童扶養手当などの各種手当は、毎年の消費者物

価指数の変動に応じて手当額を改定する「物価スラ

イド制度」を適用しています。平成17年４月に児童

扶養手当法による手当額等の改定の特例に関する法

律が施行され、17年度以降の児童扶養手当、特別児

童扶養手当、障害児福祉手当、特別障害者手当の手

当額が年金制度と同じ仕組みで算出され、物価が上

昇した時には手当額を据え置き、下落した時にはそ

の下落分だけ手当額を引き下げることになりました。

　平成17年度は、平成16年の全国消費者物価指数

が前年と変わらなかったことから、前年度と同額が

支給されましたが、平成18年度は平成17年と比較

して0.3％減少したため、18年４月分から次のとお

り改定されることになりました。

児童扶養
手　　当 一　部

支給額

特別児童
扶養手当

１級

２級

特別障害者手当

障害児福祉手当

経過的福祉手当

改 正 後改 正 前手 当 の 名 称

41,880円

50,900円

33,900円

26,520円

14,430円

14,430円

41,720円

50,750円

33,800円

26,440円

14,380円

14,380円

○問合せ先　福祉事務所児童家庭係

全　部
支給額

     9,880円～　　
41,870円

     9,850円～　　
41,710円
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住宅用地（小規模住宅用地、一般住宅用地）の場合
今年度の課税標準額＝今年度の価格
　　　　×住宅用地特例（1/6または1/3）×80％
（1/6は小規模住宅用地の場合に、1/3は一般住宅
用地の場合に乗ずる率です。以下、波線部を本則
課税標準額と表記します）
　ただし、前年度課税標準額が、下記の水準にあ
る場合は、以下のとおり負担の調整を行います。
①前年度の課税標準額が、本則課税標準額の80％
～100％の場合
→前年度の課税標準額を据え置きます（税負担を
据置き)
②前年度の課税標準額が、本則課税標準額の80％
未満の場合
→本則課税標準額の80％に達するまで、毎年、本
則課税標準額の５％相当額ずつ課税標準額を引上
げます。
※計算後の価格が、本則課税標準額の80％を上回
る場合には80％相当額、20％を下回る場合には20
％相当額となります。

非住宅用地（商業地など）の場合
今年度の課税標準額＝今年度の価格×70％
ただし、前年度課税標準額が、今年度の価格の70
％を下回るときは、以下のとおり負担の調整を行
います。
①前年度の課税標準額が、今年度の価格の60～70
％の場合
→前年度の課税標準額を据え置きます（税負担を
据置き）。
②前年度の課税標準額が、今年度の価格の60％未
満の場合 
→価格の60％に達するまで、毎年、価格の５％相当
額ずつ課税標準額を引上げます。
※上記により計算した課税標準額が、今年度の価
格の60％を上回る場合には、価格の60％とし、今年
度の価格の20％を下回る場合には、価格の20％と
します。
○問合せ先　税務課固定資産税係

固定資産税（土地）の計算方法が変わりました固定資産税（土地）の計算方法が変わりました固定資産税（土地）の計算方法が変わりました

農　業　委　員　
氏　名 担　当　区　域 氏　名 担　当　区　域 氏　名 担　当　区　域

山本　　美
松本　忠俊
浦田啓四郎
浦上　文雄
吉田　政明
戸山　政行
田中　　晉
松永　逸男
山川　重晴
新見　　久
田中サナエ
志水　堅治
　田　　隆

三里、舩唐津
池成、栢ノ木、上野
下田、大石
長野、稗木場、柚木川内
阿翁、阿翁浦、黒島
庄野、西山

志佐里、志佐浦
大崎上・下、小船
田ノ平、横辺田
なし
伊万里釜、播磨釜
仏坂、今福浦、浜ノ脇、滑栄

松本トシコ
森　興太郎
田中　裕志
増山サヱ子
大石　徹麻
岩木　　功
萩原　　茂
川上　博昭
宮　　敏和
前田　　巌
山内　重則
吉元　政弘

福島里、鍋串
寺ノ尾上、郭公尾
浅谷
星鹿、川原辺田
鷹島　、殿ノ浦
田代
上免、中免、上平尾
牟田、北久保
平尾、下免、江口
大山、白土、祝崎、喜内瀬
中通、鷹島里
御厨木場、板橋

田口　貴久
田中　晴美
城　銀次郎
川下　　實
太田　勝義
山本　　茂
井元　末廣
村田　寛典
松田　守幸
久保川　久
永田　　博
木原　勇一

青島
坂野、飛島
赤木、上・下高野
神　、石川、日比
北東１・２・３、土肥ノ浦
今福木場上・下、寺上、人柱
白井、松山田
笛吹
西木場、川内
白浜
土谷、福島原
大浜

池田上、駅通、池田、寺ノ尾
中、寺ノ尾下、中野、前田

　税負担の公平と、納税者にとってわかりやすい簡素な制度にすることを目的に、今年度
から課税標準額の求め方が次のとおりになりました。

　新しい農業委員が決まり、農業委員会会長に木原勇一さん

（志佐・里１）が、会長代理に永田博さん（福島・土谷）がそ

れぞれ選ばれました。任期は平成18年４月１日から平成21年３

月31日までです。

　新しい農業委員とその担当区域は次のとおりです（敬称略）。

農業委員の紹介農業委員の紹介農業委員の紹介
　
　

、農
業
委
員
選
挙
当
選
証
書
交
付
式
の
様
子

3 28
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　今まで、小学校第３学年修了前まで支給されて
いた児童手当の制度が改正され、平成18年４月１
日から、小学校第６学年修了前までに引き上げら
れます。現在、小学５・６年生の児童がいる保護
者は、認定請求の手続きが必要となりますので、
下記の要領で申請してください。また、所得制限
が引き上げられますので、該当する保護者も認定
請求の手続きが必要となります。　
　なお、公務員の人は勤務先に申請してください。

　左下の図で、「額改定請求書を提出してください」
または「認定請求書を提出してください」に該当し
た人は、平成18年９月30日までに手続きを済
ませてください。法改正による新規請求は、９月
30日まで受け付けたものに限り、特例的に４月１
日（または支給要件に該当した日）にさかのぼっ
て支給されます。それを過ぎると請求のあった翌月
分からの支給になります。
◎手続きに必要なもの
　①印鑑②児童の保険証③申請者の保険証④申請者
　の年金番号⑤申請者の所得証明書（児童手当用）　
　⑥申請者名義の振込金融機関名・口座番号（郵便
　局を除く）
※③・④は、厚生年金に加入している人が必要とな
　ります（国民年金の人は必要ありません）。⑤は、
　その年の1月1日の住民登録地が松浦市でない場合、
　住民登録地の所得証明書が必要となります。
※この申請は法改正によるもので現況届とは別の
　手続きです。
○問合せ先　市民生活課住民係

３月まで児童手当を

受けていましたか？
はい

４年生以下の

児童だけですか？

はい

今回の手続きは

不要です

額改定請求書を

提出してください

いいえ

いいえ

認定請求書を

提出してください

4月1日から児童手当制度が拡充されました

辻の尾土地区画整理事業区域内の
　　　　　　　　　土地を公売します
○土地（保留地）の内訳　①宅地：１区画（面積：
　157.85平方㍍、価格4,625,005円）②墓地：51
　区画（平均面積：５平方㍍、平均価格427,000円）
○参加資格　①宅地：個人、法人　②墓地：５月１
　日現在で松浦市に住所を有する個人
○決定方法　公開抽選
○申込方法　都市計画課で配布する申込書に必要事
　項を記入の上、受付期間内に提出してください。
○受付期間　５月１日～22日（土、日、祝日を除く、
　午前９時～午後５時）
○申込・問合せ先　都市計画課都市整備・西九州道
　推進係

平成18年度農業臨時雇い
標準賃金が決まりました　

２．機械作業等の請負料金（燃料費を含む）

耕　　　　　起
代　　か　　き
機　械　田　植
バインダー稲刈
水稲中苗育苗
コ ン バ イ ン
ハー べ ス ター

金　　額単　位作　業　別
10　当り
10　当り
10　当り
10　当り
１箱当り
10　当り
10　当り

5,500円
5,500円
6,000円
6,000円
580円

12,000円
6,000円

　農業委員会では、平成18年度の農業臨時雇い賃金
の目安を、次のとおりとしています。

１． 農業臨時雇い賃金の標準日額

田植え（機械植補助）
稲刈り（機械刈補助）
一般農作業
農機具運転
みかん収穫
ぶどう袋掛け

金　　額労働時間作　業　別
８ 時 間
〃
〃
〃
〃
〃

6,500円
6,500円
6,500円
6,500円
6,500円
6,500円

※１

※２

※３

※２

　※１　苗作りは別、付帯作業を除く
　※２　結束ひもは含まない
　※３　種子代を含む

３．賄いは、地域の慣習によります。
４．交通費を要する場合は双方協議してください。
○問合せ先　農業委員会事務局

辻の尾土地区画整理事業区域

志佐中学校

市役所
松浦高校

宅地１区画

市民運動公園

墓地51区画

アー
ル

アー
ル

アー
ル

アー
ル

アー
ル

アー
ル
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第14回松浦市
青少年親善使節団
参加者募集

　

長
崎
県
警
で
は
、
安
全
情
報
を
提
供
す

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
「
安
心
メ
ー
ル　

キ

ャ
ッ
チ
く
ん
」
の
運
用
を
４
月
17
日
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。

　

会
員
登
録
し
た
人
に
は
、
子
ど
も
に
対

す
る
声
か
け
事
案
や
強
制
わ
い
せ
つ
、
ひ

っ
た
く
り
事
件
の
情
報
な
ど
を
配
信
し
て

い
ま
す
。

会
員
登
録
要
領
＝
携
帯
電
話
で
「
n
1
1

0
@
1
2
3
1
2
3
.
t
v
」
に
空
メ
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ル
を
送
信
し
、
返
信
さ
れ
た
画
面
表
示
に

従
っ
て
、
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。　

登
録
料
・
会
費
＝
無
料
（
た
だ
し
、
１
回

の
メ
ー
ル
受
信
に
つ
き
２
円
程
度
の
通
信

費
が
必
要
）　

問
合
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先
＝
松
浦
警
察
署

生
活
安
全
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パ
ン
ダ
ク
ラ
ブ
と
は
、
松
浦
市
が
主
催

す
る
「
幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
」
の
こ
と

で
、
毎
月
１
回
各
地
区
で
、
幼
稚
園
・
保

育
園
に
通
っ
て
い
な
い
子
ど
も
を
対
象
に

親
子
交
通
安
全
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
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主
な
内
容
は
、
道
路
の
歩
き
方
や
遊
ぶ

と
き
の
注
意
な
ど
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル

の
指
導
の
ほ
か
、
月
に
よ
っ
て
は
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル

を
学
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
パ
ン

ダ
ク
ラ
ブ
を
通
し
て
「
友
達
を
つ
く
る
」
、

親
子
で
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
「
親
子
の

交
流
を
は
か
る
」
こ
と
な
ど
も
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
今
福
・
調
川
・
志
佐
・
御
厨
・

星
鹿
に
加
え
て
、
鷹
島
・
福
島
の
パ
ン
ダ

ク
ラ
ブ
も
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 

参
加
申
込
等
は
不
要
で
す
。
近
く
の
パ

ン
ダ
ク
ラ
ブ
開
催
日
に
直
接
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
毎
月
の
日
程
は
、
市
報
ま
つ
う
ら

「
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
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先
＝
松
浦
地
区
交
通
安
全
協
会
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‐
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‐
1
0
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「
安
心
メ
ー
ル　

キ
ャ
ッ
チ
く
ん
」

 

を
始
め
ま
し
た

パ
ン
ダ
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　中学・高校生の皆さん、夏休みの数日間、姉妹都市

オーストラリア・マッカイ市で過ごしてみませんか。

○派遣期間　８月16日（水）～26日（土）　11日間
○募集人数　15人（対象＝市内在住の中学２年生
　～高校３年生、特別枠あり）

○参加費用　一人10万円程度（旅行費用約20万円
　の内、10万円程度を松浦市人材育成基金から助

　成します）

○申込期限　５月17日（水）
○応募方法　市内の中学校、高校へ募集チラシを配
　布しますので、応募を希望する人は、チラシを見

　て応募してください。なお、市外の高校に通学し

　ている人は、チラシが配布されませんので、　直

　接協会事務局へ連絡してください。

○申込・問合せ先
　企画振興課内　松浦市国際親善協会事務局

８月31日まで開催
　今年も、まつうら海鮮街道「旬あじまつり」が
始まりました。
天然あじ水揚げ高日本一を誇るブランド魚「旬
あじ」。旬の今だからこそ食べられるとろける
ようなおいしさを、参加店舗（宿泊・飲食店13
店舗、鮮魚販売店１店舗）でぜひ味わってみて
ください。
○問合せ先　まつうら海鮮街道事務局
　　　　　　 0956‐72‐2151

第２回まつうら海鮮街道第２回まつうら海鮮街道
　　「旬あじまつり」　　「旬あじまつり」

ときとき
第２回まつうら海鮮街道
　　「旬あじまつり」

とき

昨年の交流の様子
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松浦メロンまつり
　松浦市特産の新鮮なキンショウメロン、アールス
メロンのほか、野菜や家庭菜園用苗などを販売し
ます。ご近所お誘い合わせの上ご来場ください。宅
配コーナーも設けられます。

○日　時　５月６日（土）午前９時～午後５時
　　　　　　　７日（日）午前９時～午後３時
○会　場　海のふるさと館
○問合せ先　ＪＡながさき西海松浦営農経済セン
　　　　　　ター　0956-72-1144

鷹島肥前大橋（仮称）の
　　　工事現場展望所を開設します

　現在建設中の鷹島肥前大橋（仮称）に、このほど工

事現場を望める展望所を開設しました。

　この大橋は、本市鷹島町と唐津市肥前町を結ぶた

めに、長崎県が佐賀県と共同で建設。現在海上高105

　の主塔と鷹島側から278　の橋桁を建設中で、平

成20年度には九州で女神大橋（長崎市）に次ぐ全長

1,251　の橋が完成する予定です。工事現場付近は

非常に危険ですので、現場の案内標識に従って、建設

の様子をご覧ください。

　また、田平土木事務所ホームページには、現場の様

子が見えるライブカメラを設置しました。下記のＵ

ＲＬにアクセスしてください。

田平土木事務所ホームページ

http://www.doboku.pref.nagasaki.jp/~tabira/

○問合せ先　長崎県県北振興局田平土木事務所鷹島

　肥前大橋建設課　　0950-57-0562

６月１日は「人権擁護委員の日」です

　６月１日は人権擁護委員法が施行された日です。

　人権擁護委員は、皆さんの身近なところで、人

権を守るために活動しています。

　松浦市の人権擁護委員は次の方々です（敬称略）。

　畑中　勝朗（星鹿）　0956-75-0341

　加藤　哲夫（御厨）　0956-75-2079

　新見　タカ（志佐）　0956-72-2180

　大石文美子（調川）　0956-72-4448

　中里　好允（今福）　0956-74-0547

　泊　　克彦（福島）　0955-47-3659

　母袋　嘉久（福島）　0955-47-4360

　石橋　長嘉（鷹島）　0955-48-3309

　森田　照子（鷹島）　0955-48-2315

全国一斉「人権擁護委員の日」
　　　　　　特設人権相談所開設
　家庭のもめ事や隣近所とのトラブルなど皆さん

の悩みや心配ごとを相談してみませんか。

　相談は無料で、秘密は厳守されますので、気軽に

相談してください。

○日　時　６月１日（水）午前10時～午後３時

○場　所　市役所市民ホール

　　　　　社会福祉協議会福島支所

　　　　　市役所鷹島支所

○問合せ先　平戸人権擁護委員協議会

　　　　　　　0950-22-2263

昨年のメロンまつりの様子

メー
トル

メー
トル

メー
トル



○日　時　７月１日（土）
　　　　　午後６時30分開場　午後７時開演
○場　所　文化会館ゆめホール
○料金（全席自由）　一般＝2,000円　高校生以下＝1,000円
○主　催　松浦市・松浦市教育委員会・（財）大村市振興公社
○助　成　（財）日韓文化交流基金
○協　力　九州教具（株）、九州電力（株）長崎支店・松浦発電所、
　　　　　（株）西肥バス旅行社、（財）佐世保観光コンベンション協会、
　　　　　長崎インターナショナル（株）、長崎大学、ハウステンボス（株）、
　　　　　ホテルＪＡＬシティ長崎
○入場券取扱先　教育委員会、教育委員会福島分室・鷹島分室、
　　　　　きらきら21、文化会館、各市立公民館、上志佐支所
○出　演　ＮＥＷ ＰＨＩＬＨＡＲＭＯＮＩＡ ＯＲＣＨＥＳＴＲＡ
　　　　　（指揮　林賢植）
　　　　　ＯＭＵＲＡ室内合奏団（指揮　迫昭嘉）
○プログラム　モーツァルト：アヴェ・ヴェルム・コルプス
　　　　　　　※市内コーラスグループで構成される市民合唱団
　　　　　　　　が共演します。（予定70人）
　　　　　　　ベートーヴェン：交響曲　第７番　イ長調　Ｏｐ．92
　　　　　　　ショパン：ピアノ協奏曲　第１番　ホ長調　Ｏｐ．11
　　　　　　　／ピアノ：李　義遠
○問合せ先　文化会館　0956-72-5758

市報まつうら13
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第
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回
松
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年
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が
４
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さ
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ま
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。

　

市
内
の
９
道
場
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ら
小
中
学
生
約
1
2

0
人
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
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げ
ら
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ま
し
た
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結
果
は
次
の
と
お
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で
す
（
敬
称
略
）。

﹇
以
下
ク
ラ
ブ
名
﹈
福
島
少
年
剣
道
＝
福

島　

鷹
島
少
年
剣
道
＝
鷹
島　

今
福
少
年

剣
道
＝
今
福　

調
川
少
年
剣
道
＝
調
川　

松
浦
少
年
剣
道
＝
松
浦　

志
佐
中
学
校
＝

志
佐　

松
武
会
＝
松
武　

田
代
少
年
剣
道

＝
田
代　

興
星
館
＝
興
星

【
個
人
戦
】

〈
小
学
２
年
以
下
の
部
〉

①
田
中
颯
介
（
田
代
）
②
川
浪
さ
く
ら
（
松

浦
）
③
福
田
琴
乃
（
田
代
）
③
田
中
英
聖
（
田

代
）

〈
小
学
３
年
の
部
〉

①
松
坂
拓
海
（
興
星
）
②
前
田
智
紀
（
興

星
）
③
坂
本
奈
穂
（
鷹
島
）
③
若
松
菜
緒
（
興

星
）

〈
小
学
４
年
の
部
〉

①
池
田
安
香
音
（
興
星
）
②
池
野
幸
佑
（
興

星
）
③
山
口
明
津
也
（
調
川
）
③
木
寺
彩

乃（
鷹
島
）

〈
小
学
５
年
の
部
〉

①
福
田
凌
太
郎
（
田
代
）
②
梶
村
研
治
（
鷹

島
）
③
山
口
薫
子
（
田
代
）
③
井
元
琴
音
（
田

代
）

〈
小
学
６
年
の
部
〉

①
林　

健
二
郎
（
興
星
）
②
倉
橋
賢
多
（
興

星
）
③
寺
山
朋
徳
（
田
代
）
③
若
松
達
矢
（
興

星
）

〈
中
学
女
子
の
部
〉

①
福
田　

葵
（
田
代
）
②
森　

恵
美
（
田

代
）
③
宮
木
理
緒
（
興
星
）
③
吉
福
か
お

り（
興
星
）

〈
中
学
男
子
の
部
〉

①
松
坂
貴
洋
（
興
星
）
②　

原
優
作
（
志

佐
）
③
増
山　

稜
（
興
星
）
③
寺
澤
慶
太
（
今

福
）

【
形
の
部
】

〈
小
学
生
〉

①
久
保
川
諒
祐
・
山
口
明
津
也
（
調
川
）

②
下
田
鴻
亮
・
倉
橋
賢
多
（
興
星
）
③
谷

本
愛
衣
・
田
中　

唯
（
調
川
）
③
大
野
花

華
・
若
松
達
矢
（
興
星
）

〈
中
学
生
〉

①
井
上
良
太
・　

原
優
作
（
志
佐
）
②
佐

野
公
亮
・
北
川
夏
美
（
志
佐
）
③
寺
澤
慶

太
・
川
原
忠
貢
（
今
福
）
③
関　

萌
子
・

宮
木
理
緒
（
興
星
）

【
総
合
成
績
】

①
興
星
館　

②
田
代
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

鷹島歴史民俗資料館を無料開放します
　新松浦市誕生と鷹島海底遺跡から出土した遺物の平
成17年度分保存処理完成を記念して、５月１日から５
日までの５日間、鷹島歴史民俗資料館を市民に無料
開放します。皆さんのご来場をお待ちしています。
　なお、入館の際に、松浦市民であることを確認できる
公的証明書を提示してください。
〈公的証明書の例〉
運転免許証、健康保険証、そのほか住所・氏名・生年月
日等が記載された公的機関発行の証明書
※小・中学生、高校生は、名札・生徒手帳・制服など
　で確認します。
○問合せ先　鷹島歴史民俗資料館  　0955-48-2744

市報まつうら 14

─十八銀行社会開発振興基金─
海のふるさと館に松浦党説明案内板贈呈

　松浦党説明案内板の目録贈呈式と除幕式が３月30日、
海のふるさと館で行われました。
　長崎県内の教育、科学、文化などの振興を図るため
に必要な助成を行っている十八銀行社会開発振興基金
から、新松浦市誕生を記念して寄贈されたものです。
　贈呈式では、十八銀行の里隆光常務が「歴史や文
化を後世に伝えることは、地域の重要な役目であると
考えます。そのための手伝いをできたことはとても嬉し
く思います」とあいさつ。「海のふるさと館を訪れる多く
の人に、松浦市を知ってもらえるよう案内板を活用した
いです」と友広郁洋市長が答えました。
　案内板は、海のふるさと館駐車場に設置され、松浦の
歴史や松浦党の説明などが記されています。

たかみつ



vol.4

特に優良な
　少年消防クラブに
　 「青島少年消防クラブ」

― 少年少女消防クラブフレンドシップ2006 ―

　

青
島
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
23
人
）
が
、
全
国
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
運
営
指
導
協
議
会
主
催
の
「
少

年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
2
0
0
6
」（
３
月
27
日
、
東
京
都
）
で
、
特
に
優
良
な
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

 

こ
の
表
彰
は
、
過
去
に「
優
良
な
ク
ラ
ブ
」と
し
て
の
受
章
歴
が
あ
り
、
引
き
続
き
活
発
な
活
動

を
行
っ
て
い
る
ク
ラ
ブ
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
今
回
は
全
国
で
15
団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
56
年
４
月
１
日
に
結
成
以
来
、
ク
ラ
ブ
員
そ
れ
ぞ
れ
が
率
先
し
て
年
間
行

事
計
画
を
実
施
す
る
な
ど
、
自
覚
と
誇
り
を
も
っ
て
の
活
動
を
続
け
て
い
て
、
他
ク
ラ
ブ
の
模
範

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
火
活
動
に
は
、
指
導
者
や
学
校
、
地
域
住
民
が
一
体
と
な
り
活
動

を
支
援
す
る
な
ど
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

表
彰
式
に
は
ク
ラ
ブ
を
代
表
し
て
団
長
の
前
田
吉
美
さ
ん
（
15
）
と
次
期
団
長
の
森
麻
美
さ
ん

（
14
）の
２
人
が
出
席
。
前
田
さ
ん
は
「
年
末
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の『
火
の
用
心
』の
呼
び
か
け

や
地
区
の
清
掃
活
動
な
ど
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
活
動
が
認
め
ら
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
、
森
さ
ん
は
「
来
年
度
も
頑
張
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

よ
し
み

あ
さ
み

松浦地区消防署へ受賞報告に訪れた、前田さん（写真左）
と森さん（写真右）。

市報まつうら15



市報まつうら 16

─パンダクラブ親子大会─

　第30回パンダクラブ親子大会が３月28日、文化会
館で行われました。
　幼児の交通ルールの関心を高めるために、毎年開催
されています。
　各代表者に修了証・記念品を授与した後、川口竜典
ちゃん（今福・北東１、４）と山本桜子ちゃん（志佐・
庄野、４）が「交通ルールを守り、これからも事故に
あわないことを誓います」と選手宣誓を行いました。
　この日は、パンダクラブの幼児やその保護者など約
40人が参加し、体操や親子ゲーム、かけっこなどの
ゲームを通して、交通安全への関心を高め、１年間の
教室を締めくくりました。

楽しく交通安全への
　　　　　　関心を高める

─モンゴル村春まつり─

大草原のコンサートと定置網体験

　モンゴル村春まつり（鷹島町観光協会など主催）が３
月25、26日の２日間、モンゴル村を主会場に開催され
ました。
　野外コンサートや漁業を体験してもらおうと、初め
て開催されたものです。
　25日は、元寇太鼓の演奏や、鷹島町ソーラン
隊が「鷹島ソーラン踊り鷹」を披露。また、唐
津市の音楽バンドが野外コンサートを開き、
観客を魅了しました。26日は早朝から、阿翁
浦港で定置網体験や、取れたての魚を地元漁
師と一緒に調理する体験も行われました。

　志佐町赤木地区にある落合の洞窟で３月21日、無
病息災を願う彼岸行事が行われました。
　弘法大師がまつられたこの洞窟は高さ約２　、幅
30　、奥行き15　ほど。この日は地元の人たちが約
40以上ある地蔵にろうそくをともし、赤飯やお神酒を
供え、無病息災を祈願しました。
　参拝した人の中には、洞窟の中で昨年の福岡県西方
沖地震を体験した人もおり「一年たっても、あの時の
恐怖が鮮明に思い出されます」と、洞窟に入らず外か
ら参拝する姿も見られました。

落合の洞窟で彼岸行事
おてや

たつのり

さくらこ

メー
トル

メー
トル

メー
トル



─第15回福島桜春祭り─
　福島桜春祭り（福島ＹＯＫＡ隊主催）が４月８、９
日の２日間、大山公園で開催されました。
　福島の春の魅力をアピールしようと毎年開催され、
今回で15回目。「満開の桜のもと祭りを楽しんでくだ
さい」と吉永浩幸隊長があいさつ。桜に囲まれた屋外
ステージで、ふくしま咲欄舞隊と佐世保舞遊人のヨサ
コイ踊りや玄蕃太鼓の演奏、地元文化団体が舞踊や詩
吟・民謡を披露しました。
　また、会場には松浦市内をはじめ伊万里市や唐津市
など近隣の市からも多くの観客が訪れ、飛び入り参加
のカラオケなどで楽しい時間を過ごしました。

春の陽気と満開の桜のもとで

　稚アユの放流が４月14日、志佐川で行われました。
志佐川漁協組合員と市職員らが、大分県湯布院町から
運ばれた体長約10　の稚アユ約５万尾を、志佐川の４
か所で放流しました。
　同組合の山口利光組合長は「今年の稚魚は元気がよ
く、今までで一番成育が良いです。解禁後は多くの釣り
ファンに楽しんでもらいたいです」と話していました。
　アユ漁解禁日の６月１日には、20　ほどに成長し釣
り人を楽しませます。

志佐川に稚アユを放流

石田さんが草花や風景の写真展
　写真愛好家の石田博之さん（御厨・池田）の写真展
が３月25日から27日の３日間、池田地区住民センタ
ー「ふれあい館」（上田雍子館長）で開かれました。
　石田さんは、市内外で写真教室の指導をしたり、各
地に足を運び風景写真などを撮り続けたりしていて、
今回は同館の活動の一環として石田さんが依頼を受け、
開催されたものです。
　展示されたのは、石田さんがこの一年間に撮影した
草花や風景の写真など40点。地区住民や市内外から
写真愛好家などが訪れ、作品に見入っていました。

　４月４日から28日にかけて、市内各地で春の戦没者
慰霊祭が行われました。
　今年は、志佐・青島・御厨・今福・星鹿・調川・上
志佐・鷹島の８地区で行われました。
　10日に今福公民館で行われた今福地区戦没者慰霊祭
（写真）には、遺族など約100人が参列。友広郁洋市
長が「再び戦争の惨禍を繰り返すことのないよう、恒
久平和の確立と郷土発展に全力を尽くします」と慰霊
のことばを述べました。また参列者は黙とうなどを行
い、戦没者の霊を慰めました。

市内各地で春の戦没者慰霊祭

ひろゆき

さくらんぶたい ぶゆうじん
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げんば

ひろゆき

としみつ

セン
チ

セン
チ



　精神障害者地域活動所「はーとオアシス」にこのほ
ど、社会福祉法人長崎県共同募金会から洗濯機が贈ら
れました。
　今回の寄贈は、平成17年度歳末たすけあい運動に寄
せられた募金によるものです。
　「はーとオアシス」は、通所者（21人）の社会復帰
に向けた各種作業に取り組んでいます。ここ数年、県
立松浦東高校の協力を得ながら花苗の育成も行ってい
て、夏場の土作りや除草などで汗をかく機会が多くな
り、洗濯機の設置を待ち望んでいました。

「はーとオアシス」に洗濯機を寄贈

モンゴル・ナショナル・テレビ局のスタッフが３月

25、26日の２日間、鷹島町を取材に訪れました。

外務省がモンゴル国民の対日理解を進めるために招

待したもので、日本とモンゴル両国の歴史的背景の一

端をレポートした日本特集ドキュメンタリー番組が制

作されます。

テレビ局スタッフは、歴史民俗資料館や宮地嶽史跡

公園などの元寇ゆかりの場所を取材したり、開催中の

「モンゴル村春まつり」や地域住民の生活の様子を取

材したりしました。

モンゴルから鷹島町を取材

18

─フィッシャリーミーティング─
漁業者と意見交換会

　国会議員らが漁民と直接対話し、地元の声を国政に
生かそうと全国で開催している「フィッシャリーミー
ティング」が４月１、２日の２日間、新松浦漁業協同組
合本所と松浦魚市場で開催されました。
　意見交換会では、市場関係者や漁業者から「貿易手続
きを簡素化し、助成金の補助率を上げてほしい」「魚価
対策にスピードを持って対応してほしい」などと要望。
国会議員は「漁業の厳しい現状を強く感じました。現場
の生の声として国政に反映させたいです。対中輸出も
注目している事例なので大変勉強になりました」と話
していました。
　また、魚市場での意見交換会の前に、市場内や養殖
施設なども視察しました。

ソフトボールで親ぼく
　今福町の「春の町民ソフトボール大会」（松浦商工会
議所今福支部青年部主催）が４月16日、今福小学校と
松浦東高校のグラウンドで行われました。
　今年は、市内から15チーム約150人が参加。選手た
ちは、心地よい汗を流し、親ぼくを深めました。
　上位の結果は次のとおりです（敬称略）。
優勝＝つじやま　準優勝＝宮日会　３位＝松浦水産、
鷹島商工青年部　ホームラン賞＝山崎　純（6本、つじ
やま）　ファインプレー賞＝金井信夫（宮日会）　ＭＶ
Ｐ＝山口裕史（つじやま）

市報まつうら



地
滑
り
地
帯

　

北
松
浦
半
島
一
帯
は
、
全
国
的
に
名
高
い
地
滑
り
地
帯
で
す
。
第
三
紀
層
の

上
に
重
た
い
玄
武
岩
が
乗
っ
て
お
り
、
地
質
境
界
か
ら
の
湧
水
が
さ
ら
に
地
滑

り
を
多
発
さ
せ
て
い
ま
す
。
北
松
型
地
滑
り
と
呼
ば
れ
る
こ
の
地
滑
り
は
市

内
で
は
石
倉
山
の
大
災
害
を
は
じ
め
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
27
年
の
今
福
石
倉
山
及
び
雇
尾
地
区
の
地
滑
り
は
当
時
今
福
町
を

陸
の
孤
島
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
地
元
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
２
年
７
月
に
も
石
倉
山
北
斜
面
が
地
滑
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の

と
き
の
被
害
の
大
き
さ
は
、
水
田
５
・
８
㌶
、
畑
１
・
６
㌶
、
山
林
14
・
６
㌶
、

溜
池
の
決
壊
、
砂
防
ダ

ム
の
倒
壊
、
用
水
路

１，
０
４
２
㍍
な
ど

に
及
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
防
止
対
策
工
事

に
は
79
億
円
の
巨
費

が
投
じ
ら
れ
完
全
な

復
旧
に
い
た
っ
て
い

ま
す
。

　

一
度
起
こ
っ
た
地

滑
り
が
風
化
が
進
行

し
て
再
び
滑
動
す
る

と
い
う
二
次
地
滑
り

を
生
ず
る
こ
と
も
特

徴
で
す
。
地
滑
り
は
、

地
形
・
地
質
が
直
接

わ
た
し
た
ち
に
影
響

を
与
え
る
例
と
い
え

ま
す
。

「
石
倉
山
地
す
べ
り
」（
松
浦
市
発
行
）よ
り
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地滑りが発生した直後の石倉山地滑りが発生した直後の石倉山地滑りが発生した直後の石倉山

ウォルター・スミス（アメリカ出身）

First Impressions ～第一印象～

　今回は、皆さんが、外国人と友達になろうとす
る場合のアドバイスをします。
「日本人度」のテストをしないこと
　友情は共通の分野に芽生え、育まれます。ど
んなに違っているかを指摘するために、質問を
したり、冗談を言ったり、比較をすることは、あ
なたと友達になる可能性がある人との間に壁を
作ってしまいます。まず、最初は似ているとこ
ろを見つけて、それからささいな違いについて
話しましょう。
一方的に話すのではなく、一緒に話すこと
　このことは、教師として私自身も時々反省し
ていることです。誰かを助けたいと思うことや、
アドバイスを与えることは良いことです。しか

し初めて会った時は、おそらく良いタイミング
ではありません。落ち着いて、まずは相手の信
頼を得るようにしましょう。
みんな平等
　これは最も大切なことです。私の日本人の親
友はすべて英語が堪能ということではありませ
んが、みんな対等な立場で話してくれます。外
国の人と会ったからといって、注意を引くため
に英語の言葉を叫ぶことはやめてください。そ
のかわりに自己紹介をしましょう。「Hello. 
How are you？My name is ○○. こんにち
は。ご機嫌いかがですか。私の名前は○○です」
それから、何語でもいいですから互いに話しま
しょう。英語がわからなければ、日本語を使っ
てください。私たちも日本語を練習したいし、
日本にいる外国人は英語を母国語としている人
たちばかりではありません。そして最初は直接
話してみてください。どうしても通じなかっ
たらジェスチャーを使うか、友達に通訳をして
もらいましょう。
　これらのアドバイスが皆さんの役に立つこと
を願っています。

ハロー

　イズ

祭りのバザーで友達と祭りのバザーで友達と祭りのバザーで友達と

ユー　　ハウ アー マイ ネーム



市報まつうら 20

65 歳以上の人
（第１号被保険
者）の保険料
19%

40 歳から
65 歳まで
の人（第２
号被保険者）
　の保険料
　　31%

松浦市の
負担金
12.5%

長崎県の
負担金
12.5%

国の負担金
25%

保
険
料

公

費

保
険
料
の
負
担
割
合
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

＋
サービスの利用者負担
（原則として費用の 1 割です）

財
源
の
約
半
分
が
保
険
料
で
す

保健・健・年金年金保健・年金

介護保険料がかわります
　介護保険の財源は、利用者負担分を除き、国や地方自治体の負担
金と、40歳以上の人が納める保険料で賄われ、その負担割合は、右
のグラフのとおりです。今回の見直しでは低所得の人に配慮し、保
険料段階がこれまでの５段階から６段階に細分化されたことや、要
介護者数サービス利用にかかる費用などをもとに、平成18年度か
ら平成20年度までの松浦市の介護保険料の見直しを行い、各段階
別の保険料は次のとおりとなりました。

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

世帯全員が市民税非課税で第１段階および第２段階以外の人

世帯の誰かに市民税が課税されているが本人は市民税非課税の人

本人が市民税課税で前年の合計所得金額が200万円未満の人

本人が市民税課税で前年の合計所得金額が200万円以上の人

保険料段階 対　象　者 改定前（月額）改定後（月額）

生活保護受給者または老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税非課
税の人

世帯全員が市民税非課税で合計所得金額＋課税年金収入額が80万円
以下の人

※納付書で納める普通徴収は、年額を10回（6月～３月）で納付することになります。
　年金の定期払い（年６回）の時に介護保険料が差し引かれている人は、２月と同額で４、６、８月は仮徴収となり、10、12、２月
　は差額を含んだ額で本徴収となります。

生活習慣を改善してみませんか

　松浦市国民健康保険では、生活習慣病の予備群の人
に、生活習慣の改善への取組を支援する健康づくり支
援事業（国保ヘルスアップ支援プログラム）の参加者を募
集します。
○期　　間　５月31日～８月30日、毎週水曜日の午
　前中（期間を通しての参加をお願いします）
○募集人員　約50人
○申込期限　５月19日（金）
○募集方法　市役所および各支所に備える申込書に必
　要事項を記入して応募してください。
○参加できる人（次の①～④のすべてを満たす人）
　①市内在住のおおむね20～70才くらいまでの国民
　　健康保険被保険者の人
　②平成17年度の健診結果（人間ドックを含む）、総
　　コレステロール、中性脂肪や血圧が高い人
　③現在、内科で治療を受けていない人
　④健康づくりに意欲・興味のある人、健診結果やデータ
　　を提供できる人
○内　　容　健康相談、体力測定、栄養指導、運動実践
○問合せ先　保健年金課国保年金係

食中毒に気をつけましょう
保健センター　0956‐72-4747

　食中毒が発生しやすい時期になりました。

　食中毒を防ぐには「菌をつけない・増やさない・殺す」

といった衛生管理が基本です。

　食品などの取り扱いには十分注意し、次のことを守

りましょう。

・外出から帰った時、調理や食事の前、トイレの後に

　は必ず手を洗う習慣をつけましょう。

・食品は充分に加熱しましょう。75℃で１分間（100

　℃なら数秒）加熱すれば、ほとんどの細菌は死滅し

　ます。

・調理したものはすぐ食べましょう。すぐ食べない場

　合は短時間でも冷蔵庫へ。

・肉、魚、野菜は新鮮なものを選びましょう。

・調理器具を使い分けましょう。生の肉や魚を切った

　包丁やまな板で、生で食べる野菜や果物などを切ら

　ないようにしましょう。必ず洗剤で洗って熱湯をか

　けてから使用してください。

旧松浦市4,000円
旧福島町3,700円
旧鷹島町3,000円

旧松浦市6,000円
旧福島町5,550円
旧鷹島町4,500円

旧松浦市5,000円
旧福島町4,625円
旧鷹島町3,750円

旧松浦市3,000円
旧福島町2,775円
旧鷹島町2,250円

旧松浦市2,000円
旧福島町1,850円
旧鷹島町1,500円

基準額×0.5　
　　2,375円

基準額×0.5　
　　2,375円

基準額×0.75　
　　3,562.5円

基準額　　　　
　　4,750円

基準額×1.25　
　　5,937.5円

基準額×1.5　
　　7,125円
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●
松
浦
市
へ
金
一
封

○
安
楽　

俊
男
様（
佐
賀
県
唐
津
市
）

●
志
佐
中
学
校
へ
金
一
封

○
岩
﨑　

佐
代
子
様（
志
・
下
高
野
）

　

亡
夫　

康
則
様

●
松
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
金
一
封

○
梅
本　

昭
雄
様（
調
・
下
免
）

　

亡
妹　

紀
美
子
様

○
港　

ハ
ル
エ
様（
志
・
白
浜
団
地
）

　

亡
夫　

信
昭
様

○
吉
田　

安
夫
様（
今
・
滑
栄
）

　

亡
叔
父　

春
市
様

【
福
島
支
所
】

○
中
原　

和
典
様（
福
・
福
崎
）

　

亡
妻　

輝
子
様

○
大
山　

誠
司
様（
福
・
端
）

　

亡
母　

キ
ミ
様

○
田
中
泰
二
郎
様（
福
・
浅
谷
）

　

亡
長
男　

玲
様

【
鷹
島
支
所
】

○
浦　

博
司
様（
鷹
・
阿
翁
）

　

亡
母　

森　

コ
ヲ
様

○
川
村　

哲
男
様（
鷹
・
里
）

　

亡
義
母　

大
矢　

政
子
様

○
安
部　

勝
徳
様（
鷹
・
阿
翁
浦
）

　

亡
母　

カ
メ
ノ
様

○
桑
田　

伊
佐
武
様（
鷹
・
三
里
）

　

亡
妻　

末
美
様

○
宮
本　

夘
栄
雄
様（
鷹
・
阿
翁
浦
）

　

亡
父　

榮
一
様

●
今
福
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ
金
一

　

封
○
川
内　

義
隆
様（
今
・
元
町
）

　

亡
父　

定
一
様

○
田
中　

芳
夫
様（
今
・
木
場
）

　

亡
妻　

ヤ
エ
子
様

○　

田　

和
惠
様（
今
・
飛
島
）

　

亡
夫　

良
一
様

●
御
厨
・
星
鹿
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

金
一
封

○
船
井　

桂
子
様（
御
・
平
瀬
）

　

亡
夫　

久
様

○
内
田　

秀
夫
様（
御
・
西
木
場
）

　

亡
妻　

照
子
様

○
瀬
元　

房
子
様（
星
・
星
鹿
）

　

亡
夫　

健
三
男
様

●
志
佐
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ
金
一
封

○
田
口　

昌
勝
様（
志
・
大
浜
東
）

　

亡
母　

ダ
イ
様

○
辻　
　

福
芳
様（
志
・
田
ノ
平
）

　

亡
母　

ハ
ル
コ
様

●
調
川
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ
金
一

　

封
○
髙
橋　

覺
様（
調
・
江
口
２
）

　

亡
母　

ム
ラ
様

○
福
田　

邦
光
様（
調
・
上
平
尾
）

　

亡
父　

傴
強
諮
様

○
大
石
源
太
郎
様（
調
・
下
免
）

　

亡
父　

源
三
郎
様

○
仁
和
山
利
之
様（
調
・
七
区
ノ
二
）

　

亡
妻　

静
惠
様

温かい心ありがとうございます温かい心ありがとうございます温かい心ありがとうございます温かい心ありがとうございます温かい心ありがとうございます

一

般

寄

付

香
典
返
し
・
忌
明
・
寄
付

３月22日～４月18日（敬称略）

 　

吉
野 　

昌
典　
　
　

調
・
七
区
ノ
二

　
（
深
見
）
香
菜
子　
　

調
・
江
口
２

 　

下　

 　

勝
美　
　
　

調
・
江
口
１

　
（
川
中
）
圭
子　
　
　
　
　

西
海
市

 　

重
田 　
　

誠　
　
　
　
　

長
崎
市

　
（
田
上
）
沙
知　
　
　

御
・
川　

内

 　

末
永 　
　

豊　
　
　

今
・
北
東
１

　
（
曲
淵
）
一
美　
　
　
　
　

多
久
市

 　

堤　
　

 

敏
秋　
　
　
　
　

久
留
米
市

　
（
山　

）
千
晴　
　
　

鷹
・
三　

里

 　

稲
本 　

次
男　
　
　

志
・
里　

２

　
（
山
下
）
美
和
子　
　
　
　

大
村
市

　
　
　
　
　
　
（　

）
内
は
親
の
名
前

前
田　

有
輝　
（
憲
司
）　

志
・
稗
木
場

滝
野　

愛
斗　
（
昭
吾
）　

福
・　

原

鴨
川　

春
壱　
（
康
幸
）　

志
・
赤　

木

田
畑　

裕
太　
（
藤
明
）　

鷹
・
三　

里

前
田　

泰
知　
（
光
弘
）　

御
・
池
田
上

武
市　

華
奈　
（
泰
幸
）　

調
・
調
川
雇
進

渡
口　

由
規　
（
毅
）　
　

今
・
木　

場

伊
勢　

彩
乃　
（
守
）　
　

星
・
川
原
辺
田

黒
川　

満
寿
（
90
歳
）　
　

今
・
仏　

坂

朝
永　

雅
好
（
68
歳
）　
　

志
・
長　

野

大
石　

勝
子
（
68
歳
）　
　

志
・
稗
木
場

安
部
カ
メ
ノ
（
87
歳
）　
　

鷹
・
阿
翁
浦

丸
山
タ
ケ
ヨ
（
85
歳
）　
　

調
・
大
小
松

野
元　

佐
利
（
73
歳
）　
　

志
・
中　

町

仁
和
山
静
惠
（
69
歳
）　
　

調
・
七
区
ノ
二

坂
東　

弘
枝
（
95
歳
）　
　

御
・
駅　

通

　

島　

ツ
ギ
（
83
歳
）　
　

志
・
高
野
雇
進

眞
木　

辰
馬
（
69
歳
）　
　

調
・
白　

井

川　
　

カ
メ
（
88
歳
）　
　

調
・
上
平
尾

久
田　
　

貢
（
88
歳
）　
　

志
・
田
ノ
平

宮
本　

榮
一
（
93
歳
）　
　

鷹
・
阿
翁
浦

大
石　

ト
メ
（
101
歳
）　
　

鷹
・　

里

鯨
尾　

一
生
（
74
歳
）　
　

星
・
牟　

田

豊
永　

海
子
（
85
歳
）　
　

志
・
里　

１

友　
　

隆
志
（
24
歳
）　
　

調
・
七
区
ノ
二

寺
澤
マ
ツ
エ
（
104
歳
）　
　

志
・
愛
光
園

岩
重　

隆
康
（
57
歳
）　
　

志
・
高
野
雇
進

山
下　

定
光
（
47
歳
）　
　

今
・
福　

徳

志
水
初
太
郎
（
88
歳
）　
　

福
・
播
磨
釜

山
本　

ツ
ジ
（
90
歳
）　
　

御
・
青
山
荘

鈴
田　

正
義
（
92
歳
）　
　

福
・
い
ろ
は
島
荘

久
原　
　

美
（
42
歳
）　
　

調
・
前
浜
団
地

志
自
岐
愛
子
（
84
歳
）　
　

今
・
本　

町

　

田
ム
メ
ノ
（
90
歳
）　
　

志
・
上
高
野

栗
山　
　

詮
（
83
歳
）　
　

志
・
里　

２

下
田
ス
ミ
ヱ
（
79
歳
）　
　

志
・
岸　

浜

丸
山　

ス
ミ
（
91
歳
）　
　

御
・
小　

船

　

尾
ミ
ノ
リ
（
97
歳
）　
　

御
・
札　

場

岩
添
ス
ヱ
ノ
（
87
歳
）　
　

鷹
・
阿
翁
浦

ゆ
う　

き

ま
な　

と

ゆ
う　

た

た
い　

ち

は　

な

は
る
い
ち

行
政
区
（
施
設
名
）
の
前
は
、
各
町
名
の
一
文
字
を
表
記

（
例
）　

志
佐
町
○
○
の
行
政
区
の
場
合　
　

志
・
○
○

お
わ
び
と
訂
正

市
報
ま
つ
う
ら
４
月
号
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

○
４　

「
特
集　

あ
り
が
と
う　

鷹
島
分
校
」
の
文
章
中
（
誤
）
山
本
千
春
さ
ん
（
正
）
山
本　

　

千
晴
さ
ん

ゆ
う　

き

あ
や　

の

ペ
ー
ジ
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ホ
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Ｅ
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http://www.city-matsuura.jp

この広報紙は環境と自然保護のため再生紙（100％）を使用しています。

編
集
室
か
ら

▼
今
月
号
で
は
、「
こ
こ
ろ
」
の
病
気

に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。
こ
こ
ろ

の
病
気
は
、
い
つ
、
誰
が
か
か
っ
て

も
お
か
し
く
な
い
病
気
だ
と
思
い
ま

す
。
自
分
な
り
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法

を
見
つ
け
て
、
元
気
な
生
活
を
送
り

た
い
も
の
で
す
ね
。

▼
市
報
３
月
号
で
紹
介
し
た
池
野

和
麻
君
（
清
峰
高
校
）
と
山
田
将
吾

君
（
延
岡
学
園
）
が
、
春
の
選
抜
高

校
野
球
大
会
で
大
活
躍
。
ま
た
清
峰

高
校
は
、
県
勢
初
の
準
優
勝
を
果
た

し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
高
校
球
児

の
活
躍
が
、
市
内
の
多
く
の
子
ど
も

た
ち
に
も
夢
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
感
動
を
あ
り
が
と
う
。

か
ず
ま

し
ょ
う
ご

き
よ
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福岡まで１時間！　西九州自動車道　早期完成

平成18年４月１日現在

（－200）  

（－108）  

（－92）  

（－23）  

人　口

男

女

世帯数

27,558

13,132

14,426

10,269

吉住　正和さん
まさかず

（鷹島・阿翁浦、37）

○
現
在
の
仕
事

　
　

漁
師
を
し
て
い
ま
す
。
毎
年
10
月
か
ら
３
月
ま
で
は
フ
グ
は
え
縄
漁
、
春
か
ら
夏
は
甘
鯛
を

　

と
っ
た
り
、
タ
コ
漁
や
イ
サ
キ
釣
り
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
遊
漁
船
業
も
や
っ
て
い
ま
す
。

○
松
浦
市
の
好
き
な
場
所
・
特
長
な
ど

　
　

や
っ
ぱ
り
都
会
に
比
べ
て
星
が
き
れ
い
で
す
。
夜
中
、
漁
に
出
る
時
は
、
星
だ
ら
け
の
空

　

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
流
れ
星
も
た
く
さ
ん
見
ま
す
よ
。

　
　

仕
事
で
疲
れ
た
時
、
モ
ン
ゴ
ル
村
の
温
泉
に
行
き
ま
す
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
て
と
て
も

　

い
い
で
す
。

○
現
在
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
・
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
な
ど

　
　

こ
れ
か
ら
釣
り
の
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
に
入
る
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
お
客
さ

　

ん
を
大
漁
で
喜
ば
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
漁
で
も
大
漁
で
き
る
よ
う

　

に
頑
張
り
ま
す
よ
！

次回は…

吉
住
さ
ん
か
ら
宮
崎
政
夫
さ

ん
（
阿
翁
浦
）
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
！

ま
さ
お
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